
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読みくだ

さり、誠にありがとうございます。９月３０日平尾町栄公会所をお借りし

て第３回目の「防災セミナー」を開催いたしました。今回も元自衛官の佐

藤先生に講師を努めて頂きました。２回目に作成した「事業継続計画」

（BCP対策）を下に、「BCPの役割分担」に従って、実際に地震が起きたと

想定して、各自が冷静な行動ができるか「模擬訓練」をしました。地震発生時のシナリオ

は以下のとおりです。「１０月下旬の四日市は、日ごと晩秋の色を濃くし、朝晩の気温は

１０度を下回るときもあります。時折、窓越しに外の様子を眺めながら、午後２時を少し

回ったとき、壁がガタッと揺れたような感じがしました。ハッ？と周囲を見渡すと、突然突

きあがるような揺れが足元から起こり、その後、社屋全体が激しく揺れだしました。ガタガ

タという大きな音と共に、キャビネットの一部が倒れ、机や棚の上のものは落ち、床は散乱

しだしました。キャーと叫びながら、必死に机にしがみついています。１分ほどが過ぎても

揺れは止む気配がなく、天井や壁は鈍い音を響かせながらゆっさゆっさと振動しています。

それにしても長い、、、南海トラフ地震だろうかという怖れが頭の中をかすめました。」この

シナリオの下に、「事業継続計画（ＢＣＰ）組織図」の役割分担に従って、各自が「対

処」していきました。震災後は直ぐに、災害対策本部を立ち上げ、社長が本部長を務めま

す。先ずは、社員の安否確認ですが、こんなに大きな地震では、通信機器の使用に制限

が設けられると予測できます。固定、携帯電話は不通になり、したがって「１７１」緊急

時伝言ダイヤルを使うことが考えられます。次にラジオをつけて情報収集をした上で、緊

急対応班が会社周辺の被害状況を確認します。「主要道路、橋は通行可能か？」「お

客様・地域住民の安否確認」「近隣家屋は倒壊していないか？」「建物周辺で地盤沈

下はあるか？」「地滑り・地割れはないか？」「液状化現象が起きていないか？」「周

辺での火災はないか？」の詳細の情報を収集に務めます。その後、社員の一人が「家族

の安否確認がとれません、家に帰ってもいいですか？」と本部長に問いかけました。さあど

う答えるか、私はとっさに「どうぞ、気を付けて帰ってください。」と答えました。すると佐

藤先生より、「国道、県道の主要道路は、路面・橋梁点検、緊急輸送路のとするため、

当分の間、全面通行止めになる可能性もあり、家までたどり着かない恐れがあります。

先ずは現状確認をした上で行動をとるべきであります。むやみに出かけることは避けなけ

ればなりません。」とご指導を受けました。なるほど、いかなる緊急時でも常に安全な行

動をとることが大切で、最低でも３日間は会社で寝泊まりできるよう準備しておくことも必

要でした。実際に地震が起きたらどうしようと不安がる社員もいましたが、全員が緊張感

をもって臨場感あふれた

「ＢＣＰ訓練」が出来ま

した。これからも日々防

災意識を持ち続けて参

りたいです。引き続き、

宜しくお願いいたします。

～ 第 88 号 ～




